
　４月号から「広報りっとう」が、まちを発見・発信する広報紙「う
ますぎる栗東」としてリニューアル。栗東市FacebookやCMで展
開する「うますぎる栗東」の思いを共通に、統一した情報発信をし
ていきます。
　今までからの「まちの元気＆魅力発信」のコンセプトにさらに磨
きをかけ、栗東の元気や魅力をいっそう打ち出した紙面にします。

今月の主な内容
・特集：平成30年度主な事業と予算
・４月から介護保険制度が変わります
・後期高齢者医療制度の保険料を改定
・栗東市危機管理センターが運用開始
・栗東再発見～小柿遺跡～

自
然
が
遊
び
場
！

治田東小学校の自慢の遊び場、山を
そのまま活

い

かしたアスレチック。昼
休みには、子どもたちの元気な声が
響きます。鬼ごっこ、宝探し、木
登り…。今日はどんな楽しい時間に
なったのかな？

４
2018
No.951

広報りっとう
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ま
ち
の
活
力
向
上
や
地
域
の
魅
力
を
活い

か
し
た
施
策

市
民
参
画
と
協
働
で

ま
ち
づ
く
り
を
い
っ
そ
う
進
め
ま
す
。

～市民と協働で栗東の魅力発信～
協働により、活力の向上や魅力発信に取り組んだ「うます
ぎる栗東映像プロジェクト」。栗東の30秒CMを創る企画
で、私自身も栗東の魅力を「歴史、文化、伝統、新しさ、
山、緑などの資源がある『ワクワクがいっぱいの栗東市』」
とPRしました。

 　

皆
さ
ま
に
は
、
市
政
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
26
年
11
月
か
ら
２
期
目
と
な

る
市
政
の
舵
取
り
を
市
民
皆
さ
ま
か

ら
託
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
で
最
終

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
長
就
任
以
来
、
一
貫
し
て
申
し

上
げ
て
き
ま
し
た
「
五
つ
の
安
心
」、

す
な
わ
ち
「
経
済
に
安
心
を
」「
子
育

て
に
安
心
を
」「
福
祉
・
健
康
に
安
心

を
」「
暮
ら
し
に
安
心
を
」「
行
政
に

安
心
を
」
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度

も
、「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な

る
安
心
な
元
気
都
市
栗
東
」
を
目
指

し
、
謙
虚
な
姿
勢
で
、
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

平
成
30
年
度
は
、「
栗
東
市
総
合
戦

略
」
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
観
点

か
ら
、
ま
ち
の
活
力
の
維
持
・
向
上

や
地
域
の
特
色
・
魅
力
を
活い

か
し
た

施
策
の
展
開
、
市
民
参
画
と
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
な
ど
に
伴
う
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
財
政
の
健
全
化
を
両
立

さ
せ
な
が
ら
、「
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
た
く
な
る
安
心
な
元
気
都
市
栗

東
」
実
現
の
総
仕
上
げ
の
気
持
ち
で

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、 

第
五
次
栗
東
市
総
合

計
画
基
本
構
想
の
目
指
す
べ
き
将
来

都
市
像 
「
ひ
と
・
ま
ち
・
環
境 

と
も

に
育
む
『
健
や
か
・
に
ぎ
わ
い
都
市
』

栗
東
」
の
実
現
に
向
け
た
市
政
運
営

を
い
っ
そ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

栗
東
市
長野

村 

昌
弘
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＜平成30年度　会計別当初予算額比較＞

会 計 名 平成30年度 平成29年度 増減予算額 構成比 予算額 構成比
　一 般 会 計 274億6,000万円 63.2% 235億2,700万円 58.3% 16.7%
　特 別 会 計 160億1,500万円 36.8% 168億3,100万円 41.7% －4.8%
土地取得特別会計 5億9,693万円 1.4% 7億6,984万円 1.9% －22.5%
国民健康保険特別会計 51億　114万円 11.7% 60億2,192万円 14.9% －15.3%
介護保険特別会計 35億　356万円 8.0% 36億2,902万円 9.0% －3.5%
栗東墓地公園特別会計 526万円 0.0% 527万円 0.0% 0.0%
大津湖南都市計画事業栗東駅前土地区画整理事業特別会計 0円 0.0% 4,220万円 0.1% 皆減
大津湖南都市計画事業栗東新都心土地区画整理事業特別会計 8,059万円 0.2% 8,231万円 0.2% －2.1%
水道事業会計 24億5,477万円 5.6% 22億   769万円 5.5% 11.2%
公共下水道事業会計 36億3,867万円 8.4% 34億8,072万円 8.6% 4.5%
農業集落排水事業特別会計 3,380万円 0.1% 3,240万円 0.1% 4.3%
後期高齢者医療特別会計 6億　　28万円 1.4% 5億5,963万円 1.4% 7.3%

合 計 434億7,500万円 100.0% 403億5,800万円 100.0% 7.7%

●一般会計
　総額は、274億6,000万円で前年度当初予算に
比べて39億3,300万円（+16.7％）の増となって
います。これは、「（新）集中改革プラン」の改革
効果を持続させているものの、①平成29年度に
当初予定していた大型建設事業を国の補正予算措
置により、平成28年度の補正予算に前倒し計上
したことで平成29年度の事業費が低減したこと
②人口増などの地域課題や社会ニーズに対応した
引き続きの大型建設事業を実施すること③地方債
の繰上償還などさらなる財政健全化に向けた取り
組みを実施すること④国の施策や社会経済情勢の
変化に伴うものなどを重点化して予算計上したこ
とによります。

この予算には、小学校の空調設備設置や（新）
学校給食共同調理場の整備・運営、私立保育所の
運営や施設整備に対する補助、英語教育高度化へ
の対応といった子育て支援施策、市民の健康づく
りニーズへの対応や空き店舗活用などの地方創生
関連施策、危機管理センターの管理運営といった
市民の安全・安心のための施策などが含まれてい
ます。

【歳入】
　個人市民税（+3,500万円）や軽自動車税（+950
万円）、市たばこ税（+2,390万円）などで増加を
見込むものの、固定資産税（－１億800万円）な
どの減少により、市税全体で前年度比－3,790万
円（－0.3%）の減収を見込んでいます。
　国庫支出金は、保育所等整備交付金（+1 億

7,277 万円）や学校給食設備整備補助金（+ １億
9,334 万円）などの増加により前年度比６億
6,951 万円（+19.2%）の増となっています。
　また、市債は、小学校大規模改造事業債（+ ５億
7,620万円）や学校給食共同調理場整備事業債（+
７億5,170万円）などの増加により前年度比11億
7,280万円（+82.8％）の大幅増となっています。

【歳出】
　障がい者自立支援給付等事業費（+9,519万円）
や、施設型・地域型保育給付費（+ １億7,940万円）
などの増加により扶助費が前年度比1億3,335万円
（+2.7％）の増となりました。また、小学校大規
模改造事業（+ ９億414万円）や（新）学校給食
共同調理場整備費（+11億6,769万円）などの増
加により、普通建設事業費が前年度比22億1,307
万円（+92.7％）の大幅増となっています。

●特別会計
　水道事業会計および公共下水道事業会計を含む
全９会計（栗東駅前土地区画整理事業特別会計は
平成29年度をもって廃止）で、前年度比－８億
1,600万円（－4.8％）減の160億1,500万円となっ
ています。国民健康保険特別会計では当該制度の
都道府県単位化の影響による減などにより－９億
2,078万円の減となりました。

●一般会計と特別会計の計
　前年度と比較すると、31億1,700万円（+7.7％）
の増で434億7,500万円でとなりました。

 平成30年度 一般会計当初予算274億6,000万円

◦平成30年度主な事業と予算◦◦

※小学校の空調設備設置および（新）学校給食共同調理場の整備にかかる予算は、この当初予算確定後に、国の補正予
算措置により、平成 29年度の補正予算に前倒ししています。
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歳出（性質別）

歳出（目的別）

歳入

0.7％

自主財源
62.2％

依存財源
37.8％

市税
127 億
4,671万円
46.4％

使用料・手数料
10 億 7,365万円
3.9％

繰越金
１ 億 円 0.4％

繰入金
19 億 6,004万円
7.1％

財産収入・寄附金
１億 8,081万円

分担金・負担金
３億 3,277万円 1.2％

国・県支出金
57億 3,923万円
20.9％

市債
25億 8,870万円
9.4％

地方譲与税など
19 億 6,682万円
7.2％

諸収入
６億9,802万円
 2.5％

諸収入
7,325万円 0.3％

民生費
86億 2,400万円
31.4％

※民生費には、引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が
　充当されています。

公債費
48億 9,345万円

17.8％

　教育費
　51億 175万円

　18.6％

土木費
24 億 7,896万円
9.0％

総務費
26億 9,110万円
9.8％

衛生費
19 億 9,015万円
7.3％

消防費
７億 5,823万円
2.8％

農林水産業費
４億 1,432万円
1.5％

商工費
２億 5,668万円
0.9％

議会費
１億 7,821万円
0.7％ 労働費

6,315万円 0.2％
予備費
1,000万円 0.0％

扶助費
50 億

7,015万円
　　18.5％

義務的
経費
129 億
8,155万円
47.3％

投資的経費
46億 156万円
 16.8％

その他
の経費

98億
7,689万円
35.9％

　公債費
 42億
9,634万円
15.6％

人件費
36 億 1,506万円
13.2％

普通建設事業費
46億 156万円 16.8％

物件費
48億

3,180万円
17.6％

補助費等
24 億 3,217万円
8.9％

積立金
７億 2,498万円

　2.6％

維持補修費
１億 916万円
0.4％

その他
17 億 7,878万円
6.4％

歳
出
（
性
質
別
）

注１【義務的経費】…地方公共団体の歳出のうち、
その支出が義務づけられ任意に削減できない
経費
注２【投資的経費】…その支出の効果が資本形成に

向けられ、施設など将来に残るものに支出さ
れる経費

平成30年度一般会計当初予算
274億6,000万円

問財政課 財政係
　☎551-0100　 FAX 554-1123

※�平成30年度施政方針、予算の詳細は、市ホームページ、市役所１階情報公開コーナーでご覧いただくことができます。

福祉・健康に安心を ★みんながいきいき元気に暮らせるまちづくりを進めます

◦国民健康保険特別会計…51億 114 万円
　国民健康保険制度の都道府県単位化が始まります。また、スマートフォン向けアプリ
「BIWA-TEKU」を活用したポイント事業を行います。（詳しくは 10 ページ）
◦介護保険特別会計…35億 356 万円
　第７期介護保険事業計画が始まります。また、生活支援コーディネーターや認知症地域

支援推進員を、年次的に日常生活圏域（中学校区）ごとに配置していきます。
◦社会体育施設整備事業…2,482 万円
　体育館・陸上競技場・野球場などの社会体育施設などの整備、維持・管理にかかる経費

を支出し、スポーツ振興にかかる環境整備や、６年後の国体に向けた準備を行っています。
生涯スポーツの拠点施設である野洲川運動公園の改修や、びわこ国体のレスリング会場
として決定している市民体育館の改修を進めていきます。

認知症への理解を深め
るために支援

暮らしに安心を ★だれもが安心できるまちづくりで、元気なひと、元気な地域づくりを進めます

◦環境衛生推進経費…900万円
　将来起こり得る大規模災害発生時に災害廃棄物を適正かつ円滑に処理するため、国で策定さ

れた「災害廃棄物対策指針」に基づき、災害廃棄物処理計画を策定します。
◦防災・水防活動推進事業…3,599 万円
　危機管理センターの運用を開始し、本市の防災力の強化を目指します。（詳しくは8ページ）
◦公園維持管理・整備事業…1,702 万円
　健康運動公園基本計画の策定を通じて、市民の健康増進の一助となるよう用地の有効活

用策を探ります。市の防災力を強化

行政に安心を ★行政に安心と職員に元気を

◦総合計画推進経費…126万円
　第五次総合計画の後期基本計画（平成 27 年度～平成 31 年度）に掲げる事務事業につい

て、PDCA サイクルによる進行管理を行うとともに、第六次総合計画（平成 32 年度～）
の基本構想および基本計画の策定に取り組みます。
◦公共施設等管理事業…2,081 万円
　市の公共施設などを安全・安心に利用いただくため、施設分類ごとに維持管理・修繕・

更新や長寿命化などの実施方針を示す個別施設計画（平成 30 年度は学校教育系施設・行政
系施設）を策定します。新しい総合計画に着手
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使用料・手数料
10 億 7,365万円
3.9％

繰越金
１ 億 円 0.4％

繰入金
19 億 6,004万円
7.1％

財産収入・寄附金
１億 8,081万円

分担金・負担金
３億 3,277万円 1.2％

国・県支出金
57億 3,923万円
20.9％

市債
25億 8,870万円
9.4％

地方譲与税など
19 億 6,682万円
7.2％

諸収入
６億9,802万円
 2.5％

諸収入
7,325万円 0.3％

民生費
86億 2,400万円
31.4％

※民生費には、引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が
　充当されています。

公債費
48億 9,345万円

17.8％

　教育費
　51億 175万円

　18.6％

土木費
24 億 7,896万円
9.0％

総務費
26億 9,110万円
9.8％

衛生費
19 億 9,015万円
7.3％

消防費
７億 5,823万円
2.8％

農林水産業費
４億 1,432万円
1.5％

商工費
２億 5,668万円
0.9％

議会費
１億 7,821万円
0.7％ 労働費

6,315万円 0.2％
予備費
1,000万円 0.0％

扶助費
50 億

7,015万円
　　18.5％

義務的
経費
129 億
8,155万円
47.3％

投資的経費
46億 156万円
 16.8％

その他
の経費

98億
7,689万円
35.9％

　公債費
 42億
9,634万円
15.6％

人件費
36 億 1,506万円
13.2％

普通建設事業費
46億 156万円 16.8％

物件費
48億

3,180万円
17.6％

補助費等
24 億 3,217万円
8.9％

積立金
７億 2,498万円

　2.6％

維持補修費
１億 916万円
0.4％

その他
17 億 7,878万円
6.4％

歳出（性質別）

歳出（目的別）

歳入

0.7％

自主財源
62.2％

依存財源
37.8％

市税
127 億
4,671万円
46.4％

使用料・手数料
10 億 7,365万円
3.9％

繰越金
１ 億 円 0.4％

繰入金
19 億 6,004万円
7.1％

財産収入・寄附金
１億 8,081万円

分担金・負担金
３億 3,277万円 1.2％

国・県支出金
57億 3,923万円
20.9％

市債
25億 8,870万円
9.4％

地方譲与税など
19 億 6,682万円
7.2％

諸収入
６億9,802万円
 2.5％

諸収入
7,325万円 0.3％

民生費
86億 2,400万円
31.4％

※民生費には、引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が
　充当されています。

公債費
48億 9,345万円

17.8％

　教育費
　51億 175万円

　18.6％

土木費
24 億 7,896万円
9.0％

総務費
26億 9,110万円
9.8％

衛生費
19 億 9,015万円
7.3％

消防費
７億 5,823万円
2.8％

農林水産業費
４億 1,432万円
1.5％

商工費
２億 5,668万円
0.9％

議会費
１億 7,821万円
0.7％ 労働費

6,315万円 0.2％
予備費
1,000万円 0.0％

扶助費
50 億

7,015万円
　　18.5％

義務的
経費
129 億
8,155万円
47.3％

投資的経費
46億 156万円
 16.8％

その他
の経費

98億
7,689万円
35.9％

　公債費
 42億
9,634万円
15.6％

人件費
36 億 1,506万円
13.2％

普通建設事業費
46億 156万円 16.8％

物件費
48億

3,180万円
17.6％

補助費等
24 億 3,217万円
8.9％

積立金
７億 2,498万円

　2.6％

維持補修費
１億 916万円
0.4％

その他
17 億 7,878万円
6.4％

歳
入

歳
出
（
目
的
別
）

◦平成30年度主な事業と予算◦◦

経済に安心を ★トップセールスとリーダーシップで地域経済に元気を創出します

◦まちづくり基本構想にかかる基盤整備事業（後継プラン）…２億6,669万円
　「環境」と「新技術」による地域活力創生のまちづくりをテーマとしたまちづくり基本

構想（後継プラン）を具現化するため、下鈎出庭線（第２工区）や集落間連絡道路の整
備などを実施します。
◦中小企業振興事業…2,298万円
　JR 栗東駅前・手原駅前の賑わい創出の一助となるよう、（仮称）空き店舗等活用促進事

業補助制度を創設します。
◦大規模商業施設誘致事業…1,300 万円
　大規模商業施設の誘致に関係して、交通影響の調査や経済波及効果の算定などを行います。空き店舗活用を促進

新しい学校給食共同
調理場の稼動で中学
校給食を再開

～平成30年度　
主な事業と予算～
「五つの安心」に基づき
重点的に実施

子育てに安心を ★子どもが伸び伸びと元気に育つ環境づくりを進めます

◦保育園管理運営経費…16億 7,911 万円
　引き続き、待機児童対策として、私立保育所や小規模保育施設の整備・保育環境の充実

に向けて補助を実施します。
◦教育施設改修等事業…13億 3,330 万円
　治田小学校の増築工事や小学校空調設備の設置工事などを行います。
◦小中学校管理運営・教育振興消耗品等購入経費…2億 5,835 万円
　小中学校普通教室に電子黒板機能付きプロジェクターを配備し、ICT 機器を活用した授業

づくりに取り組むことを通して、子どもたちの学ぶ力の向上に努めます。
◦英語指導助手派遣事業…1,844 万円
　小学校外国語活動が中学年でも実施されることを踏まえ、各小学校に 1 人ずつ英語が堪

能な日本人による英語指導助手を派遣し、英語教育の充実を目指します。担任（小学校）、
英語科教員（中学校）、英語指導助手などとの複数指導による外国語学習を通じて、小中
学生のコミュニケーション能力を育成するとともに、国際感覚を養います。
◦学校給食共同調理場管理運営経費…17億 644 万円
　（新）学校給食共同調理場の稼動を開始します。それに合わせて中学校給食を再開します。

４月から危機管理センターの運用開始
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段階 所得などの条件 基準額に
対する比率 保険料年額

第１段階

軽減

①生活保護受給者
②老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税の人
③世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課

税年金収入額の合計が 80 万円以下の人

× 0.45 31,806 円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税
年金収入額の合計が 80 万円を超えて 120 万円以下の人 × 0.70 49,476 円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税
年金収入額の合計が 120 万円を超える人 × 0.75 53,010 円

第４段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は非課税で前年
の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の人 × 0.85 60,078 円

第５段階 基準額 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は非課税で前年
の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円を超える人 × 1.00 70,680 円

( 月額 5,890 円 )
第６段階

割増

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 125 万円未満の人 × 1.20 84,816 円
第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 125 万円以上 190 万円未満の人 × 1.35 95,418 円
第８段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万円以上 300 万円未満の人 × 1.50 106,020 円
第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 300 万円以上 500 万円未満の人 × 1.70 120,156 円
第 10段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 500 万円以上 1,000 万円未満の人 × 1.95 137,826 円
第 11段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 1,000 万円以上の人 × 2.15 151,962 円

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

■
平
成
30
年
４
月
か
ら
変
わ
る
主
な
内
容

◦
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
が
変
わ

り
ま
す
。

　

平
成
30
年
4
月
の
介
護
報
酬
（
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
）
改

定
に
と
も
な
い
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
の
利
用
者
負
担
が
変
わ
り

ま
す
。

・「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

１
つ
の
事
業
所
で
、
介
護
保
険
と
障

が
い
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に

提
供
す
る
仕
組
み
で
す
。

・
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
「
介
護
医
療
院
」

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
り
療
養
が
必
要
な
人
が

対
象
の
施
設
で
、
医
療
と
介
護
が
一

体
的
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
低
所
得
の
障
が
い
者
の
人
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

一
定
要
件
を
満
た
し
た
人
の
利
用
者

負
担
分
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◦
第
1
号
被
保
険
者
保
険
料

・
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
3
年
に
1
度
見
直

さ
れ
ま
す
（
基
準
月
額
で
５
５
９
０
円

が
、
５
８
９
０
円
に
変
わ
り
ま
す
）。

■
平
成
30
年
８
月
か
ら
変
わ
る
主
な
内
容

◦
利
用
者
の
費
用
負
担

・
一
定
以
上
所
得
が
あ
る
人
の
利
用
者

負
担
が
変
わ
り
ま
す
。

①
負
担
割
合
が
３
割
に
変
わ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
が

２
割
の
人
の
う
ち
、
特
に
所
得
の
高

い
人
は
、
負
担
割
合
が
３
割
に
な
り

ま
す
。

　

自
己
負
担
が
３
割
と
な
る
の
は
、

合
計
所
得
金
額
が
年
間
２
２
０
万

円
以
上
で
年
金
収
入
と
そ
の
他
の

合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
単
身
で

３
４
０
万
円
以
上
、
2
人
以
上
世
帯

で
４
６
３
万
円
以
上
の
人
で
す
。

②
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
の

限
度
額
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す
。

　

70
歳
以
上
で
現
役
並
み
の
所
得
の
人

は
、新
た
に
３
つ
の
区
分
に
分
か
れ
、

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
人
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
平
成
30
年
10
月
か
ら
変
わ
る
主
な
内
容

・
福
祉
用
具
貸
与
価
格
を
適
正
に
す
る

た
め
、
商
品
ご
と
の
料
金
に
上
限
を

設
定

　

商
品
ご
と
に
貸
与
価
格
の
全
国
平
均
を

公
表
し
、
そ
の
平
均
価
格
を
も
と
に
貸

与
価
格
の
上
限
額
を
設
定
し
ま
す
。

＜保険料年額（平成 30年度～ 32年度）＞
※保険料は、被保険者とその属する世帯の所得段階に応じて 11段階の中で決定されます。

問
長
寿
福
祉
課 

介
護
保
険
係

  

☎
551-

０
２
８
１ 　

551-

０
５
４
８

FAX
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
を
改
定

■
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
や
変
更
点

<

所
得
の
低
い
人
の
軽
減>

◦
世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所
得
が

一
定
以
下
の
人
は
、
世
帯
の
所
得
水

準
に
合
わ
せ
て
、均
等
割
額
が「
９
割
、

８
・
５
割
、
５
割
、
２
割
」
の
い
ず
れ

か
の
割
合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。　

◦
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
が
58
万

円
以
下
の
人
へ
の
軽
減
に
つ
い
て

は
、次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

【
改
正
前
】
所
得
割
が
２
割
軽
減

　
　
　
　

↓

【
改
正
後
】
所
得
割
軽
減
な
し

<

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
人
の
軽
減>

◦
資
格
を
得
た
日
の
前
日
に
職
場
の
健

康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

人
へ
の
軽
減
は
、
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
す
。

【
改
正
前
】
均
等
割
額
は
７
割
軽
減
、

所
得
割
額
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

↓

【
改
正
後
】
均
等
割
額
は
５
割
軽
減
、

所
得
割
額
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
均
等
割
額
の
軽
減
範
囲
が
拡

大
さ
れ
ま
す

◦
均
等
割
額
が
２
割
軽
減
さ
れ
る
人

　

被
保
険
者
と
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
が
、
次
の
計
算
式
を
超

え
な
い
人

【
改
正
前
】「
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）」
＋

「
49
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」

　
　
　
　

↓

【
改
正
後
】「
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）」
＋

「
50
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」

◦
均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
る
人

　

被
保
険
者
と
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
が
、
次
の
計
算
式
を
超

え
な
い
人

【
改
正
前
】「
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）」
＋

「
27
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」

　
　
　
　

↓

【
改
正
後
】「
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）」
＋

「
27
・
５
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」

　

一
人
ご
と
の
新
し
い
保
険
料
の
額

は
、
平
成
30
年
7
月
に
郵
便
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
保
険
料
額
の
試

算
が
で
き
ま
す
。（http://w

w
w

.
shigakouiki.jp/index.htm

l

）

※
平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る

被
保
険
者
証
は
、
７
月
中
に
簡
易
書

留
で
お
届
け
し
ま
す
。
８
月
1
日
か

ら
は
新
し
い
被
保
険
者
証
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

■
入
院
時
食
事
代
の
標
準
負
担
額
が
変

わ
り
ま
す

【
所
得
区
分
】
現
役
並
み
所
得
者
、
一

般
の
人　
　

現
行
３
６
０
円
／
１
食

　
　
　
　

↓

　
　

４
６
０
円
／
１
食

　
　
（
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
）

※
所
得
区
分
が
区
分
Ⅰ
、
区
分
Ⅱ
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
）
の
人
、
指
定
難

病
患
者
の
人
は
、変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
療
養
病
床
に
入
院
し
た
場
合
の
食
事

代
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
療
養
病
床
に
入
院
し
た
場
合
の
居
住

費
の
標
準
負
担
額
は
、
平
成
29
年
10

月
か
ら
３
７
０
円
／
１
日
に
変
更
と

な
っ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
入
院
医

療
の
必
要
性
の
高
い
状
態
が
継
続
す

る
患
者
は
、
平
成
29
年
10
月
か
ら

２
０
０
円
／
１
日
で
あ
っ
た
も
の
が

平
成
30
年
４
月
か
ら
３
７
０
円
／
１

日
と
な
り
ま
す
）。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

区　　分
保険料率

現行
（平成28・29年度）

改定後
（平成30・31年度）

被保険者均等割額 45,242円 43,727円

所得割率※ 8.94％ 8.26％

年間保険料上限額 57万円 62万円

※�「所得割額」の計算方法･･･総所得金額等から基礎
控除の33万円を差し引いた金額×上記の割合

＜平成 30・31年度の保険料率（年額）＞

問
保
険
年
金
課 

高
齢
者
医
療
係

  

☎
551-

０
３
６
１ 　

553-

０
２
５
０

　

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

  

☎
522-

３
０
１
３ 　

522-

３
０
２
３

FAXFAX
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防
災
・
防
犯
情
報
を

配
信
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
防
犯
情
報
の
ほ
か
、
防
災

行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
し

て
い
る
防
災
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

配
信
す
る
情
報
は
、

①
防
犯
情
報
（
不
審
者
情
報
な
ど
）

②
気
象
警
報（
大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
）

③
土
砂
災
害
警
戒
情
報

④
竜
巻
注
意
情
報

⑤
震
度
情
報（
地
震
発
生
後
の
震
度
情
報
）

⑥
国
民
保
護
情
報
（
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
情

報
な
ど
）

で
す
。

<

登
録
方
法>

◦
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
、
携
帯
電
話
か
ら

次
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
登
録
案
内
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

◦
画
面
の
案
内
に
従
い
、登
録
く
だ
さ
い
。

※ＱＲコードからも
メール送信ができ
ます。

entry@city-ritto.jp

問
危
機
管
理
課 

　

総
合
防
災
・
危
機
管
理
係

  

☎
551-

０
１
０
９　

 
518-
９
８
３
３

FAX

栗
東
市
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
が
運
用
開
始

　

栗
東
市
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
を
市
役

所
北
側
に
建
設
し
、
４
月
か
ら
運
用
を

開
始
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
災

害
な
ど
の
緊
急
事
態
に
的
確
か
つ
迅
速

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
防
災

に
関
す
る
知
識
、
技
術
、
防
災
意
識
の

高
揚
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
防
災
関
係
事
務
や
事
業
な
ど
に

使
用
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
実
施
す
る
、
防
災
・
減
災
、
危
機
管

理
に
関
す
る
訓
練
や
研
修
な
ど
に
使
用

で
き
ま
す
。
使
用
手
続
き
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

＜施設の概要＞
【建築】
　構造：鉄骨造（耐火・耐震構造）、階数：3 階建て
　建築面積：483 ㎡、延床面積：1,239 ㎡

【主な施設】
《１階》備蓄倉庫、資機材庫、機械室
《２階》防災担当部署執務室、防災研修室、備品庫
《３階》大研修室 (1)(2)（稼動間仕切りにより、

一体利用可）、防災情報管理室

災害時には、災害対応職員が集まり、情報収集を行
い、対策の立案や対応確認を行う部屋になります。室
内には、大型モニターやスクリーンを配置し、防災情
報システムによる情報収集や情報共有を行います。平
常時には、防災減災などの研修室として利用します。

災害や危機事案の対応方針や対策を協議
し、決定する災害などの対策本部を設置し
ます。平常時は、防災減災などの研修室と
して利用します。

大型非常用発電
機を設置し、非
常 時 に は セ ン
ターや市役所に
72時間電気を供
給します。

機械室 防災研修
室

大研修室
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<

注
意
事
項>

◦
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
と
し
て
ド
メ
イ

ン
指
定
受
信
を
設
定
し
て
い
る
人

は
、
解
除
す
る
か
、
先
に
ド
メ
イ
ン

「city-ritto.jp

」
を
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
防
災
・
防
犯
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
で

は
、
登
録
か
ら
12
か
月
が
経
過
す
る

と
、
メ
ー
ル
配
信
の
継
続
を
確
認
す

る
メ
ー
ル
を
自
動
送
信
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
継
続
を
希
望
す
る
人
は
、
お
手

数
で
す
が
、
案
内
に
従
い
、
継
続
登

録
く
だ
さ
い
。

※
確
認
メ
ー
ル
の
配
信
か
ら
14
日
経
過

す
る
と
自
動
的
に
登
録
解
除
と
な
り

ま
す
。

 

問
危
機
管
理
課 

　

総
合
防
災
・
危
機
管
理
係

  

☎
551-

０
１
０
９　

 

518-

９
８
３
３

問
危
機
管
理
課 

　

総
合
防
災
・
危
機
管
理
係

  

☎
551-

０
１
０
９　

 
518-

９
８
３
３

　

中
消
防
署
☎
552-

０
１
１
９

FAX

FAX

ま
ち
を
守
る 

栗
東
市
消
防
団

　

消
防
団
の
活
動
は
、
消
火
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
団
員
は
地
域
の
防

火
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
に
密
着

し
、
災
害
時
・
平
常
時
を
問
わ
ず
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
重
要
な

役
割
を
担
い
ま
す
。

　

近
年
は
、女
性
の
消
防
団
員
も
増
加
し
、

特
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
防
火

訪
問
や
応
急
手
当
の
普
及
指
導
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

栗
東
市
消
防
団
で
は
、「
地
域
に
貢
献

し
た
い
」
と
使
命
感
あ
ふ
れ
る
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

応
募
資
格
は
、

◦
市
内
に
在
住
、
在
勤
し
て
い
る
人

◦
満
18
以
上
の
健
康
な
人

で
す
。
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
消
防
団
員
の
待
遇
】

　

消
防
団
員
は
普
段
は
別
の
仕
事
に
就

き
な
が
ら
、
有
事
の
際
に
は
災
害
現
場

に
駆
け
つ
け
、
消
防
活
動
を
行
う
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

栗
東
市
か
ら
年
額
報
酬
や
出
動
手
当

が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
一
定
期
間
勤
務

し
、
退
団
し
た
場
合
に
は
退
職
報
償
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
団
に
入
っ
た
こ
と
で
、
普

段
の
生
活
で
あ
ま
り
交
流
の
な
い

人
と
も
つ
な
が
り
が
で
き
、
と
き

に
は
仕
事
で
役
に
立
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
仲
間
と
力
を
合

わ
せ
た
活
動
で
は
、
達
成
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
今
で
は
消
防
団

に
入
団
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
役
に
立
て

る
よ
う
消
防
団
活
動
を
続
け
よ
う

と
思
い
ま
す
。

第４分団　鈎 邦彦さん
（㈱田中誠文堂）

地
元
の
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
る

達
成
感

消
防
団
員
募
集
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健
康
推
進
ア
プ
リ
「
Ｂ

ビ

ワ

Ｉ
Ｗ
Ａ
―
Ｔ

テ

ク

Ｅ
Ｋ
Ｕ
」
が
始
ま
り
ま
す

　

市
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み

な
が
ら
運
動
な
ど
の
健
康
推
進
活
動
を

継
続
し
て
実
施
い
た
だ
け
る
よ
う
、
健

康
推
進
ア
プ
リ
「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
‐
Ｔ
Ｅ
Ｋ

Ｕ
」
を
始
め
ま
す
。

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
た
い
け
ど
、
ど

こ
を
歩
け
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
何

か
目
的
が
な
い
と
面
白
く
な
い
」
な
ど
、

運
動
を
始
め
た
い
け
ど
き
っ
か
け
が
な

か
っ
た
人
に
も
お
す
す
め
で
す
。
ア
プ

リ
内
で
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
こ
と

が
で
き
、
た
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
翌
年
の

賞
品
抽
選
の
応
募
に
使
え
ま
す
（
応
募

に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
）。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
持
ち
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
ー
Ｔ
Ｅ

Ｋ
Ｕ
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
健
康
推
進
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

◦
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加

　

各
市
町
の
お
勧
め
コ
ー
ス
の
対
象
ス

ポ
ッ
ト
を
ま
わ
り
、チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

※
端
末
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
位
置
認
証

◦
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
リ
ー
に
参
加

　

端
末
内
蔵
の
ヘ
ル
ス
ア
プ
リ
と
連
動

し
て
歩
い
た
歩
数
を
利
用
し
、
ア
プ

リ
内
に
設
定
さ
れ
た
各
バ
ー
チ
ャ
ル

コ
ー
ス
を
達
成
。
コ
ー
ス
別
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
認
定
証
も
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◦
健
診
を
受
診

　

特
定
健
診
や
ガ
ン
検
診
な
ど
を
受
診
。

◦
健
康
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

　

各
市
町
の
健
康
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て

獲
得
ポ
イ
ン
ト
数
が
異
な
り
ま
す
。

◦
デ
イ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト

　

自
分
で
立
て
た
健
康
づ
く
り
の
目
標

を
実
践
で
１
日
１
ポ
イ
ン
ト

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
読
み
取
る
こ

と
で
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

http://biw
ateku.jp/

問
保
険
年
金
課 

国
民
健
康
保
険
係

  

☎
551-

１
８
０
７ 　

553-

０
２
５
０

FAX

健
康
ポ
イ
ン
ト
獲
得
方
法

参
加
方
法

バーチャルラリーの画面イメージ



11 広報りっとう　2018. ４. １　No.951 　靴や物を整理できる子に
～栗東市子育てのための12か条＜みんなが大切にしたい３か条＞～

子 育 て 情 報
～タバコは健康に悪影響～

タバコは、吸っている本人の健康にとってよ
くないことはもちろん、タバコから立ちのぼる煙
や、吐く息に含まれる煙を吸うこと ( 受動喫煙 )
で、周りの人の健康にも影響があります。おとな
の喫煙により、発達途中の子どもには、アレル
ギー性鼻炎や気管支炎、ぜん息、中耳炎などのリ
スクが高くなることが分かっています。今一度タ
バコによる健康への影響を知り、子どもの将来に
わたっての健康と自身の健康を考えてみてはいか
がでしょうか。

市では、市内の小学５年生と中学１年生を対
象に、喫煙防止教室を行っています。「タバコを
吸ってがんなどの病気になることを知らなかっ
た」「タバコがやめにくいことを知らなかった」「自
分だけでなく周りにも迷惑がかかる受動喫煙の怖
さを知った」という感想が子どもたちからあがっ
ており、子どもたちがタバコによる健康への影響
を知る機会になっています。
　喫煙防止教室では、「加熱式タバコ」の危険性
についても触れています。「加熱式タバコ」は、「健
康リスクが少ない」「受動喫煙の危険がない」と
誤解されがちですが、最近の研究では普通のタバ
コと同様に発がん性物質や有害物質が含まれてい
るとの報告があり安全ではありません。
　また、「加熱式タバコ」の性格上、煙が目に見
えにくく、臭いもわずかなため避けることが難し
く、受動喫煙につながりやすくなります。
　「加熱式タバコ」も、普通のタバコと同様に健
康への影響があるということを認識しましょう。

～ 3010 運動で食品ロスの削減を～

・対象…小・中学生
・助成範囲…入院にかかる医療費のうち、保

険診療内の自己負担分
・助成方法…申請による払い戻し（福祉医療

費受給券の交付はありません）
■申請方法…医療機関などの窓口で、自己負

担分の医療費を支払った後、領収書などの
必要書類を市役所保険年金課にお持ちくだ
さい。後日、指定された口座に振り込みます。
■注意事項…
１．申請前に、加入している健康保険で「高

額療養費」や「附加給付金」の支給対象に
なるかどうかをご確認ください。支給対象
になる場合は、健康保険から支給を受けて
から、「子ども入院医療費」の申請をして
ください。　　

２．福祉医療費受給券などを使って支払った
自己負担分も払い戻しが可能です。

３．他の医療費助成を受ける場合は、そちら
が優先されます。各種医療受給券をお持ち
の場合は、必ず医療機関に提示してください。

４．自己負担分の医療費を支払った翌日から
５年以内に申請してください（高額療養費
の対象になる領収書や、健康保険が適用さ
れていない領収書は２年以内）。

小・中学生対象 子ども入院医療費助成

　「3010 運動」とは、宴席の場で乾杯後の
30 分と終わりの 10 分前は自席に戻って、
食事を楽しむことを推奨する運動です。
　農林水産省の調査によると、宴会での食べ
残し量の割合は 14.2％で、一般的な食堂・レ
ストランの食べ残しを大きく上回っています。
　食べ残しをなくすことは「もったいない」
をなくすだけでなく、ごみ処理費用の削減に
もつながります。
　大勢が集まって、飲食するこ
とが増える季節です。食事も会
話も楽しんで、みんな笑顔で「ご
ちそうさま」を目指しましょう！
問環境政策課 生活環境係
　☎ 551-0341　 FAX 554-1123

問保険年金課 福祉医療係　
　☎ 551-0316　 FAX 553-0250

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　 FAX 554-6101
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《金勝小学校》「あいさつ１万回達成しました」

FAX

問
学
校
教
育
課　

　

☎
551-

０
１
３
０　
　

551-

０
１
４
９

毎
年
１
月
に
全
校
で
「
あ
い
さ

つ
１
万
回
運
動
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
は
、「
自
分
か
ら
元

気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
」
を

合
言
葉
に
、
分
団
の
友
だ
ち
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆
さ
ん
、
先
生

な
ど
に
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ

が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
朝
、

各
学
級
で
あ
い
さ
つ
が
し
っ
か
り

で
き
た
か
を
確
認
し
ま
す
。

今
年
は
、
２
月
２
日
に
１
万
回

を
達
成
し
ま
し
た
。
児
童
会
か
ら

「
ま
だ
や
り
た
い
。
も
っ
と
あ
い
さ

つ
運
動
を
続
け
た
い
」
と
い
う
言

葉
が
上
が
り
、
引
き
続
き
、
代
表

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
「
あ
い

さ
つ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
運
動
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

今
後
も
、
児
童
の
主
体
的
な
活
動

を
大
切
に
し

な
が
ら
、
あ

い
さ
つ
を
と

お
し
て
人
と

人
と
の
豊
か

な
つ
な
が
り

を
深
め
て
い

き
た
い
で
す
。

縄文時代の河川と弥生時代の
集落発見～小柿遺跡～

　

昨
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
発

掘
調
査
を
行
っ
て
い
た
小
柿
遺
跡
か

ら
縄
文
時
代
の
河
川
と
弥
生
時
代
の

集
落
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

弥
生
時
代
の
遺
構
と
し
て
は
、
後

期
の
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建
物
２
棟
、
ご
み
捨
て

場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
土ど

坑こ
う

６
基
、

水
路
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
掘

立
柱
建
物
や
水
路
は
、
お
そ
ら
く
以

前
か
ら
周
辺
で
確
認
さ
れ
て
い
た
時

期
（
弥
生
時
代
後
期
後
半
か
ら
末
期
）

の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
土
坑
は
、

弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
変
わ
っ

た
ば
か
り
の
過
渡
期
に
あ
た
る
土
器

を
含
む
も
の
で
、
栗
東
市
で
は
あ
ま

り
発
見
さ
れ
て
い
な
い
時
期
の
遺
構

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
通
常
地
表
面
か

ら
20
～
30
㎝
掘
り
下
げ
た
黄
褐
色
系

の
粘
土
を
主
体
と
し
た
遺
構
面
で
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
40
～
60

㎝
掘
り
下
げ
る
と
縄
文
時
代
の
面
に

到
達
し
ま
す
。
こ
の
地
点
で
は
、
地

山
と
さ
れ
る
遺
構
面
が
少
な
く
、
埋

土
が
主
に
砂
で
構
成
さ
れ
る
河
川

（
幅
20
ｍ
以
上
、
深
さ
１
ｍ
以
上
）

が
ほ
と
ん
ど
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

河
川
の
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
流
木

が
出
土
し
、
な
か
に
は
直
径
40
～
70

㎝
、
長
さ
約
９
ｍ
に
お
よ
ぶ
巨
大
な

も
の
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
近
く
に
森

の
よ
う
な
場
所
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
河
川
の
ほ
か

に
は
炭
化
物
の
混
じ
っ
た
土
坑
な
ど

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
物
と
し
て
は
縄
文
土
器

が
あ
り
ま
す
が
、
土
器
の
表
面
に
文

様
や
縄
目
の
調
整
が
み
ら
れ
な
い
の

で
具
体
的
な
細
か
い
時
期
に
つ
い
て

は
残
念
な
が
ら
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
ち
な
み
に
周
辺
の
調
査
で

は
、
炉
を
設
置
し
た
竪た

て

穴あ
な

建
物
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
河
川
も
同
じ
時
期

に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
十
分
に

考
え
ら
れ
ま
す
。

問出土文化財センター
　☎ 553-3359　 FAX 553-3514

137

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
１

弥生時代の掘立柱建物や土坑

河川から出土した縄文時代の巨大流木



上手い！たくみな技術
美味い！みごとな料理
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。
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今月のうますぎ★ブランド

　ういろのほか、栗東にちなんだ銘菓「栗
りっ

糖
とう

」や
地域の民話にちなんだ銘菓「くりあずま」などが
あります。
　店舗のほか、道の駅アグリの郷栗東や JA 栗東市

「田舎の元気や」などで販売し、通信販売もしてい
ます。ぜひ江戸時代から続く老舗の味をお楽しみ
ください。

　林にある新善光寺の門前には、かつて小麦うい
ろを売る店が数軒あり、栗東の名物となっていま
した。店舗は移転しましたが、阿波屋清重もその
一つで、創業は江戸時代の文化年間。当時の小
麦ういろの風味を今に伝えています。

問阿波屋清重（辻636）　☎551-4855
　栗東市観光物産協会
　☎551-0126　 FAX 551-6158
　ホhttps://www.ritto-kanko.com/

馬のまち栗東コラム

馬
ば

力
り き

～馬って１馬力？～

　車のカタログなどで PS や HP とも表記される
「馬力」とはどういった単位なのかご存じでしょう
か。そもそも馬力という単位は 19 世紀の英国で
生まれました。蒸気機関が開発され、その能力を
当時の輸送手段の主流であった馬車の荷役馬の何
頭分かで示すための基準としたとされています。

　具体的に１馬力とは、およそ 75kg のものを
１秒間で１m 持ち上げる力を指しますが、人で
も瞬間的には１馬力の力を出すことは可能です。
１馬力を継続的に発揮することができれば大人 1
人を 10 分で東京スカイツリー（634m）の高さ
まで持ち上げることができます。　

これを競走馬に例えると、昨年の有馬記念で
優勝したキタサンブラックは、57kg の武豊騎手
を背に 2500m を 2 分 33 秒 6 で駆け抜けたので、
約 12 馬力の力を出して走っていたことになりま
す。ちなみに鉄腕アトムの 10 万馬力はジャンボ
ジェットとほぼ同等のようです。

皆さんが想像する 1 馬力と比べてどのように
感じられましたか？

問地域戦略・馬事業企画室
　☎551-1808　 FAX 553-1280
　（協力：JRA栗東トレーニング・センター）

阿
あ

波
わ

屋
や

清
せ い

重
じゅう

（善光寺ういろ）
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
サ
ロ
ン
開
催

タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
力
走

「
栗
東
市
防
災
会
」が
誕
生

２月11日（コミュニティセンター治田東）
　地域や職場などで防災活動のリーダーと
なる「防災士」の活動を広げようと、市民
の皆さんにより、「栗東市防災会」が設立
されました。設立総会には約20人が参加。
その後の講演では、地域防災のあり方につ
いて、参加者が知識を深めました。

２月23日（コミュニティセンター金勝）
　金勝地域の民生委員・児童委員による

「こんぜサロンカフェ」が開催されました。
食べる力を鍛える口の体操や、　認知症予
防の講座、お茶の時間などで、参加者がゆっ
たりとしたひとときを過ごしました。サロ
ンは今後も定期的に開催されます。

２月18日（野洲川運動公園陸上競技場）
　「第44回びわこ栗東駅伝クロカンin野洲
川」が開催されました。雪がちらつく会場
で県内各地から集まった83チーム、540人
の選手が奮闘。野洲川と近江富士をバック
にした自然豊かなコースで、熱い声援を受
けながら、各部門でタイムを競いました。

１月28日（日吉神社）
　「文化財防火デー」に伴い、野尻にある
日吉神社で、「第64回文化財防火訓練」を行
いました。野尻自治会の皆さん、女性消防
隊、栗東市消防団らによる文化財の搬出や
消火活動訓練などが行われ、貴重な文化財
を守るための意識を高めました。

２月24日～（道の駅アグリの郷栗東）
　栗東ブランドを発信し続けて17
年、黄色い新幹線「ドクターイエ
ロー」が見える道の駅として愛され
ているアグリの郷栗東が、新しく生
まれ変わりました。地元野菜の販売
スペースが広くなり、生産者の顔が
見える安全・安心で新鮮な野菜を買
い求める皆さんでにぎわっています。

アグリの郷栗東が
リニューアルオープン

文
化
財
を
守
る
た
め
に
訓
練
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

２月10日（かたつむ邸）
　岡・目川地域の交流拠点として開設され、
龍谷大学社会学部の実習の場でもある「か
たつむ邸」で、絵手紙教室が開かれました。
くりちゃん絵手紙の皆さんにより企画さ
れ、この日は、桃の節句にちなんだ絵手紙
を制作。ひな人形やお手本を見ながら、参
加者が思い思いに絵を描いて文章を添え、
個性豊かな作品が完成しました。

２月23日（金勝児童館）
　桃の節句にちなみ、金勝児童館で、ひなまつり制作が企画
されました。子どもたちは、児童館の先生からひなまつりに
ついての絵本を読んでもらった後、「ひなあられ入れ」作り
に挑戦。牛乳パックに、ペンやシールでおひな様の顔を描き、
親子で制作を楽しみました。

金勝児童館でひなまつり制作

２月25日（観音寺地域）
　金勝山の山林火災を想定した
栗東市消防団と湖南広域消防局
中消防署の合同消防訓練が実施
されました。参加者が一体と
なった訓練により、市の防災力
向上に取り組みました。

山林火災を想定し
消防訓練

かたつむ邸で
絵手紙教室
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FAX

★輝く栗東人

　　
■
発
行
 / 栗

東
市
役
所
 

■
U
RL / http://w

w
w
.city.ritto.ｌｇ

.jp/
〒
520-3088　

滋
賀
県
栗
東
市
安
養
寺
一
丁
目
13
番
33
号

☎
077-553-1234（

代
表
）　

FAX  077-554-1123（
代
表
）

広
報

り
つ

と
う

No.９５１
2018  ４・１

人口（３月１日現在）　人口68,948人　男34,397人　女34,551人　前月より50人増　世帯数27,279世帯

心いやされる絵手紙で、まちを元気に
■
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
平

成
26
年
。
代
表
を
務
め
る
宮
川
眞
由
美

さ
ん
の
「
絵
手
紙
の
楽
し
さ
を
多
く
の

人
に
広
め
た
い
」
と
い
う
思
い
に
仲
間

が
集
ま
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
か

ら
、
市
の
元
気
創
造
ま
ち
づ
く
り
事
業

採
択
団
体
と
な
り
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー

は
約
30
人
。
毎
月
第
４
土
曜
日
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
治
田
東
に
集
ま

り
、
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

■
現
在
の
活
動
内
容

　

絵
手
紙
で
地
域
の
皆
さ
ん
が
元
気
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
中
で
、
牛

乳
パ
ッ
ク
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
間
伐
材
な

ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
材
料
の
活
用
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
会
や
サ
ロ

ン
な
ど
を
訪
問
し
て
絵
手
紙
教
室
を
開

催
。
市
民
を
対
象
に
し
た
暑
中
見
舞
い

や
年
賀
状
の
講
習
会
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

展
示
会
も
企
画
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

龍
谷
大
学
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
出
張
講
習

し
、
大
学
生
に
も
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

毎
月
、
季
節
ご
と
の
絵
手
紙
を
作
製
し
、

地
域
の
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
高

齢
者
に
お
弁
当
と
と
も
に
絵
手
紙
を
添
え

て
届
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

■
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

絵
手
紙
は
、
言
葉
が
一
番
大
切
で

す
。
よ
い
言
葉
を
見
つ
け
た
ら
書
き
と

め
た
り
、
感
性
を
磨
く
努
力
を
し
て

い
ま
す
。
相
手
の
こ
と
を
思
い
な
が

ら
描
く
の
は
、
無
心
に
な
れ
る
心
地

よ
い
時
間
。
切
磋
琢
磨
し
、
仲
間
と

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

寝
た
き
り
の
人
が
、
私
た
ち
の
絵

手
紙
に
色
を
塗
り
、
文
字
を
添
え
て

仕
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。「
こ
れ
で
友
達
に
返
事
が
で
き

ま
す
」
と
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、

お
役
に
立
て
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
今
後
は
、
学
区
ご
と
の
グ

ル
ー
プ
で
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
て
活

動
し
、
さ
ら
に
多
く
の
人
に
元
気
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

描いて楽しく、もらってうれしく、心が元気になる
絵手紙。15ページもあわせてご覧ください。

　絵手紙をとおした交
流により、地域の絆を
深める活動を展開中。学童保育所、幼稚園・保育園、地域の
子ども会、老人クラブ、老人福祉施設などを訪問し、絵手紙
教室や展示会を開催。また、広く市民を対象にした研修会や
体験教室で魅力を広めている。
　コミュニティセンター治田東では、毎月、季節に応じたメ
ンバーの作品を展示するとともに、絵手紙入りのうちわを設
置しており、来館者にも好評。
問栗東市ボランティア市民活動センター ☎553-0056

くりちゃん
絵手紙


